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 図－１ 供試体形状寸法  図－２ 荷重載荷方法 
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表－１ 拘束体および被拘束体の配合 
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荷重作用下において打継部欠陥がコンクリートの局所的変形性状に及ぼす影響に関する研究 
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1. はじめに 

著者等は 1），2），拘束体打継境界面上に節理やひび割

れ等の欠陥部が存在する場合，被拘束体の変形性状お

よび応力性状に大きな影響を及ぼすことを報告してい

る。しかしながら，欠陥部の位置が異なる場合や欠陥

部同士の相互影響等，未だ未解明の部分が多い。   

そこで本研究では，打継欠陥部の位置や本数が異な

る，拘束体に打設されたコンクリートに引張荷重が載

荷した際の被拘束体の局所ひずみ分布を計測する事で，

拘束体打継欠陥部が被拘束体の変形性状に及ぼす影響

を検討した。 

2. 実験概要 

2.1 供試体 
図－１に供試体の形状寸法を示す。供試体は拘束体

と被拘束体から構成されており，被拘束体の両側に拘

束体が打ち継がれている。また，拘束体は材齢 10日，

被拘束体は材齢 7日とした。供試体の配合は表－１に

示す通りである。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 実験方法 

図－2 に示すように鋼材を被拘束体の両端にエポキ

シ樹脂により固定し，その鋼材に取り付けた PC鋼棒 

 

を引張ることにより被拘束体に鉛直引張荷重を載荷し

た。なお，引張荷重載荷速度は 1.0kN/secである。 
2.3 測定項目 
測定項目は，被拘束体軸方向の表面ひずみである。

測定箇所は，図－３に示すように被拘束体の両打継面

から 10mmの位置に 25mm間隔で 9箇所ひずみゲージ

を貼り付け測定した(L層，R層)。なお，測定したひず
みは，L層および R層の対応する箇所の平均値とした。 

 
 
 
 
 

 
2.4 実験パラメータ 
実験パラメータは表－２に示すように拘束体に導入

する切欠きの位置および本数である。試験体 N0 とは

拘束体に切欠きを有さない試験体，試験体 N20(0)は，

拘束体中心部に幅 20mmの切欠きを導入した試験体で

ある。試験体Ｎ20（0，50）は拘束体に 2本切欠きを導

入しており，拘束体中心部と中心部から 50mm離れた

箇所に導入している。また，切欠きの深さおよび奥行

き深さは全試験体同様とした。 
3. 実験結果 

3.1 強度特性 
各試験体における拘束体，被拘束体の破壊荷重およ

び圧縮強度試験結果を表－５に示す。同表より，各試

験体における弾性係数がほぼ一様であることから，試

験結果は同一荷重時に生じたひずみについて比較した。 

 
 
 
 
 

表－５ 供試体破壊荷重および強度試験結果

拘束体 被拘束体 拘束体 被拘束体
N0 26.9 84.8 42.5 38.8 22.8
N20(0) 21.9 78.1 39.2 39.7 22.5
N20(0,50) 24.5 85.7 42.1 35.3 23.7

供試体名 圧縮強度(N/mm2) 弾性係数(kN/mm2)
強度試験結果(Φ10×20cm)

破壊荷重(kN)
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図－３ 測定箇所 

表－２ 実験パラメータ 
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図－５ 試験体 N20(0，50)－N20(0)比較
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図－４ 被拘束体ひずみ分布 
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3.2 被拘束体の変形挙動 
図－４(a)，(b)に各パラメータにおける被拘束体の表

面ひずみ分布を示す。各図(a)，(b)は，それぞれ試験体

N20(0)，N20(0，50)に対応しており，図中の記号◆，

■および▲はそれぞれ試験体の引張荷重が 8kN ，

12kN，16kN時におけるひずみ分布である。また，◇，

□および△は切欠きを有さない試験体 N0 の各荷重時

におけるひずみ分布である。 
 まず，試験体 N20(0)に関しては，中心断面からの距

離が±100mmから±50mmの領域では，中心断面に向

かうに従いひずみが小さくなっており，また，その値

は試験体 N0 とほとんど差異は無い。しかしながら，
±50mm の箇所から中心断面に向かうに従い，試験体

N0の同一箇所のひずみよりも大きくなっている。これ

は，切欠き直上領域では被拘束体は拘束を受けないた

め，ひずみが局所的に大きく発生し，またその影響に

より切欠き近傍領域においてもひずみが大きくなった

ものと想定される。 
次に，試験体 N20(0，50)に関しては，－100mm～0mm

の領域において，試験体 N20のひずみ分布と同様の傾

向を示している。100mm～0mm の領域においては，

75mm の箇所から試験体 N0 のひずみよりも大きくな

っており，これは 50mmの箇所に導入した切欠きの影

響によるものであると考えられる。 
図－５に，試験体 N20(0，50)と試験体 N20(0)の表面

ひずみ分布を示す。図中の記号◆，■および▲は試験

体 N20(0，50)の各荷重時におけるひずみ分布，◇，□

および△は，N20(0)のひずみ分布に対応している。同

図より，12kN 載荷時までは，－100mm～0mm の領域

において，両試験体のひずみ分布に差異はほとんど生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じておらず，50mm の箇所に導入した切欠きの影響が

－100mm～0mm の領域に達していないことが確認で

きる。 
また，両切欠き間にある 25mmの箇所において，試

験体 N20(0)のひずみに比べ著しく大きくなっており，

さらにその値は切欠き直上の無拘束領域のひずみより

も大きくなっている。これは各無拘束領域の相互影響

によるものと想定され，今後詳細な検討が必要である。 
4. 結論 

以下に本実験により得られた知見を要約する。 
(1) 局所的に拘束の無い領域が存在した場合，一様な
付着性状の場合と，被拘束体の変形性状が全く異

なる。 
(2) 無拘束領域の影響により，無拘束領域近傍のひず
みは大きくなり，その影響は無拘束領域から離れ

るに従い小さくなる。 
(3) 無拘束領域が複数存在した場合，相互影響により
無拘束領域直上よりもひずみが大きくなる領域が

存在する。 
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